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8月期の国宝特別展示「琉球国王の衣裳」（8/3～ 29　前半：赤地唐衣装　後半：青地唐衣装）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）
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覇
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館
企
画
展

｢

セ
ピ
ア
色
の
輝
き｣

〜
絵
ハ
ガ
キ
に
映
し
出
さ
れ
た
戦
前
の
沖
縄
〜

開館時間10時～ 18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

開館時間10時～18時　
木曜休館　☎869-5266

博 館物 t op i c s
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戦
前
の
首
里
・
那
覇
の
風
景
は
多
く
の
絵

ハ
ガ
キ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
首
里
は
首
里
城
を
中
心
と
し
た
琉
球
王
国

の
王
都
と
し
て
の
名
残
を
と
ど
め
、首
里
城

正
殿
や
首
里
城
の
入
り
口
に
あ
た
る
歓か

ん

会か
い

門も
ん

な
ど
の
城
門
、隣
接
す
る
円え

ん

覚か
く

寺じ

や
龍り

ゅ
う

潭た
ん

、守

礼
門
な
ど
が
首
里
の
代
表
的
な
景
観
と
し
て

写
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
1
9
0
8
年（
明
治

34
）に
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
た
中ち

ゅ
う

山さ
ん

門も
ん

（
守
礼
門
と
同
型
同
大
の
門
）の
写
真
は
、中

山
門
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
一
方
、
1
8
7
9
年（
明
治
12
）の
沖
縄
県

設
置
以
降
、県
庁
所
在
地
と
な
っ
た
那
覇
は
、

政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。そ
の
那
覇
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
が
那

覇
市
役
所
の
物も

の

見み

塔と
う

で
す
。

　
市
役
所
の
塔
は
、
1
9
1
9
年（
大
正
8
）

3
月
に
完
成
し
た
と
さ
れ
、そ
の
設
計
は
京

都
帝
国
大
学
建
築
学
科（
当
時
）の
初
代
教
授

で
、国
会
議
事
堂
の
設
計
に
も
携
わ
っ
た
武た

け

田だ

五ご

一い
ち

に
よ
る
も
の
で
す
。鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
、高
さ
約
18
ｍ（
現
在
の
建
物
の
4
〜

5
階
に
相
当
）あ
り
、後
に
時
報
を
知
ら
せ
る

サ
イ
レ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、時
報
が

遅
れ
る
こ
と
や
塔
自
体
の
大
き
さ
か
ら「
バ

カ
塔
」と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。絵
ハ
ガ
キ
に
は

こ
の
塔
は
も
ち
ろ
ん
、塔
か
ら
東

西
南
北
を
眺
め
た
那
覇
の
風
景

が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

那
覇
の
通
り
の
写
真
は
郵
便
局
や

銀
行
、百
貨
店
な
ど
の
建
物
が
写
さ

れ
、戦
前
の
那
覇
の
街
の
様
子
が
と
て
も
モ
ダ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
風
景
が
10
・
10
空
襲
や
沖
縄

戦
に
よ
り
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
の
展
示
会
で
、
往
事
の
風
景
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

６
月
16
日
（
土
）、
那
覇
市
民
体
育
館
で
那
覇
市
少
年
少
女
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
友
情
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
、

今
年
は
市
内
の
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
92
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

初
戦
か
ら
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
６
年
生
男
子
の
部

で
は
「
真
地
っ
子
ク
ラ
ブ
Ⅵ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。やったぜ！ 優勝！

～平成24年那覇市少年少女
ドッジボール大会～

７
月
８
日
「
な
は
の
日
」
に
、
な
は
の
日
特
別
イ
ベン
ト
と
し
て
、
さ

い
お
ん
ス
ク
エ
ア
で
「
ハ
イ
サ
イ
　
う
ち
な
ー
ぐ
ち
　
フ
ェス
タ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベン
ト
は
、
う
ち
な
ー
ぐ
ち
の
普
及
に
よ
る
観

光
お
よ
び
文
化
の
振
興
を
目
的
に
行
わ
れ
、「
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
絵
本
読
み

聞
か
せ
」
や
「
ウ
チ
ナ
ー
あ
し
び
体
験
」
な
ど
、
沖
縄
ら
し
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
催
し
物
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
人
気
ラ
ジ
オ
番

組
の
「
な
は
の
日
」
特
別
版
も
会
場
か
ら
生
放
送
さ
れ
、
来
場
し
た

観
客
は
司
会
の
ト
ー
ク
や
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ハイサイ！
7月8日は「なはの日」です！
～なはの日特別イベント ハイサイ

うちなーぐちフェスタ～

　
6
月
30
日
（
土
）、
今
年
で
28
回
目
に
な
る
漫
湖
周
辺
の
清
掃
活
動

「
漫
湖
チ
ュラ
カ
ー
ギ
作
戦
」
が
行
わ
れ
、
漫
湖
南
岸
で
清
掃
活
動
や
、

稚
樹
（
小
さ
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
木
）
の
抜
き
取
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
漫
湖
は
、「
湿
地
の
保
全
と
賢
明
な
利
用
を
す
す
め
る
国
際
条
約
」

で
あ
る
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
に
平
成
11
年
5
月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
に
「
漫
湖
に
1
万
羽
の
鳥
を

呼
び
戻
そ
う
！
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
も
設
置
さ
れ
、
参
加
し
た
子

ど
も
達
が
、
思
い
を
込
め
て
メッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

漫湖に一万羽の鳥を
呼び戻そう！

～漫湖チュラカーギ作戦～

今
年
2
月
に
国
場
川
浚
渫
工
事
現
場
内
で
発
見
さ
れ
た
、
米
国
製

5
イ
ン
チ
艦
砲
弾
の
不
発
弾
処
理
が
7
月
7
日
（
土
）
の
午
前
3
時
か

ら
、壺
川
漁
港
近
く
の
発
見
現
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
処
理
は
、

市
民
や
観
光
客
への
影
響
の
大
き
い
モ
ノ
レ
ー
ル
の
運
休
を
避
け
る
た
め
、

県
内
で
も
例
の
な
い
深
夜
の
処
理
と
な
り
ま
し
た
。

処
理
壕
を
投
光
機
で
照
ら
し
、
砲
弾
の
信
管
部
分
の
み
を
破
壊
す
る

デ
ィ
ア
マ
法
で
処
理
が
行
わ
れ
、
午
前
3
時
28
分
、
処
理
が
終
了
し
ま

し
た
。

深夜の不発弾処理
～市民への影響最小限に～

那覇市立壺屋焼物博物館企画展
ハイサイ壺屋焼～ヤチムン大発見！～
　夏休み期間に合わせ、壺屋焼の歴史や作り方、そして陶工さんの仕事ぶりが気軽
に学習できる企画展を開催しています。小中学生にもわかりやすい内容なので夏休
みの自由研究にぴったり！大人の方も壺屋焼入門編としてぜひご観覧ください。
日 7月21日（土）～ 8月31日（金）　費 一般100円　※大学生以下は無料です。
場 ３階　企画展示室
致元（ちげん）と八重山古陶
　18世紀に沖縄本島から石垣島に陶器生産の技術を伝えた陶工・仲村渠致元と、致元の技術を継承し彼が
石垣島を離れてからもその技術を発展させた八重山古陶に焦点をあてた特別企画展を開催しています。
日 １階会場「致元と八重山古陶」6月30日（土）～ 8月26日（日）
　 ２階会場「個人秘蔵　沖縄古陶名品展」6月30日（土）～ 8月19日（日）
費 １．２階：一般315円　高大生210円　中学生以下105円
主 那覇市立壺屋焼物博物館　沖縄タイムス社

学芸員と展示を見よう　常設展ギャラリートーク
常設展示の内容について、学芸員が展示会場で解説します。
日 8月19日（日）　　午前10時から1時間程度
費 常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
申 不要。当日、1階受付前に集合して下さい。

那覇市役所

那覇西之前通

那覇市街円山号付近

壺屋焼
の作り方は？




